咀嚼の進行に伴う咀嚼経路の変動に関する研究 by 猪狩 洋平
咀嚼の進行に伴う咀嚼経路の変動に関する研究
著者 猪狩 洋平
号 36
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 歯博第541号
URL http://hdl.handle.net/10097/59858
氏名(本斡:猪狩洋平
学位の種類:博 士(歯 学) 学位記番号
学位授与年月日 :平成 23 年 3 月 25 日 学位授与の要件
研究科・専攻 :東北大学大学院歯学研究科(博士課程) 歯科学専攻
学位論文題目 :岨噌の進行に伴う岨鴫経路の変動に関する研究
論文審査委員主査)教授菊池雅彦
教授小松正志 教授山本照子
論文内容要 ~ 日
歯博第 541 号
学位規則第 4条第 1 項該当
岨輔の進行に伴い経路はその大きさや形状を変化させる。この変化は口腔内の食品の量，粒子径，物性など
の変化に対する適応制御の結果と推察されるが，その詳細は明らかではなく，その原因のひとつは岨噂進行に
伴う経路形状の変化を適切に捉える方法の欠如にあることは疑われない。晴乳類の岨暢は第 1 期移送，狭義の
岨噌，第 2 期移送という機能的役割の異なる経路からなり，霊長類では後 2 者の経路形状による区別が困難と
考えられているが，岨輔制御を適切に理解するには，経路を分類したうえで，岨暢進行に伴う経路変動を検索
することが必要であろうと考えられる。
従来，岨暢経路の分類は定性的特徴に基づいて行われてきたが，応用に際して問題があるうえ，分類後の各
種経路の形状変化を捉えるには，形状の定量評価法を別途工夫する必要がある。本研究の目的は，岨噌経路を
経路形状の定量的特徴に基づいて分類する方法を開発し，それを応用して岨噛進行に伴う経路変動のありさま
を検索することにある。経路分類にはクラスター分析法を応用した。これには哩噌経路の分類を介して経路変
動に関する新たな理解が得られることへの期待が含意されている。
正常有歯顎者 10 名に，米飯lOg を鴨下に至るまで片側岨唱をさせ，岨暢経路を記録した。経路変動を大
きくする目的で，哩噌開始時の米飯位置を固有口腔側の舌上に加えて，哩噌側頬側前庭部にも設定し，各条
件 10 回の記録を行った。各周期の経路を，開・閉口相を 20 等分に時分割した 41 時点の下顎切歯点座標，計
123 変数で記述し，被験者毎に主成分分析に供して，累積寄与率が 90%を超えるまでの主成分により経路を再
記述した。さらにこれを Ward 法によるクラスター分析に供し，経路を 3 群に分類した。岨輔開始から鴨下ま
での哩噌過程を岨噂回数に基づいて初期，中期，末期に 3 等分し，各クラスターの出現頻度を時期間で比較した。
岨噂経路形状の特性値である各主成分得点の岨暢進行に伴う変化を，クラスター間で比較した。
その結果，哩噌進行に伴って各クラスターの出現頻度は有意に変化し，主成分得点の岨噌進行に伴う変化の
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様式は，クラスター間で有意に異なった。以上の知見は，本研究で開発した哩暢経路の分類方法によって，阻
噂進行に伴う出現頻度や形状の変化様式の異なる経路群への分類がなされたことを示している。
岨自国に機能的役割を異にする経路が含まれるとき，それら経路に岨暢進行に伴う食品粒子の大きさや物性の
変化がもたらす影響が同等であるとは考えにくい。本研究の知見は，形態的特徴に基づく分類が，結果として
機能的役割の異なる経路への分類を果たした可能性を推察させるものと考えられた。
審査結果要 l;::. 日
岨噌運動は，開閉口を繰り返す比較的単純な反復動作であるが，反復に伴う運動経路の変動は大きい。この
変動は口腔内の食物の位置や量，性状の変化に応じた適応制御の結果であると説明されている。一方，岨暢動
作はその機能により岐断した食物を臼歯部に運ぶ第 1 相移送，臼歯部での食物細分に与る狭義の岨暢，嚇下に
備えて食塊を臼歯部から口奥へと運ぶ第 2 相移送などに分かたれることも知られており，経路の変動が異なる
機能的営為を反映する可能性も推察される。
本研究で著者は，岨噌経路変動に係る以上の認識に立ち，形態的特徴に基づく哩暢経路の分類を試みた。形
態的特徴に基づく分類は長らく生物種の分類に用いられ，形態的特徴の抽出から分類に至る個々の過程に，そ
れぞれ多様な手法が提案されている。本研究では経路形態の特徴抽出に標識点に基づく計量形態学の手法を応
用するべく，開閉口相時間の時分割に基づく準標識点を岨鴫経路上に設定し，経路形態を(準)標識点群の座
標値として記述する方法を採用した。また経路形状の変動を主成分分析により縮約することで，個々の経路を
少数の主成分得点列により表現している。個々の主成分得点は形態的特徴の指標であり，しかもそれらは統計
学的に互いに独立である。この方法での経路表現が能率的であることは，著者の考察に示されるとおりである。
また経路群の分類には，経路特徴の(非)類似度に基づくクラスター分析法が採用された。本法の特徴に関し
ては欠点を含めて十分考察されており，本研究の探索的性格に好適であることが理解できる。
本研究で著者は，正常有歯顎者に 10 グラムの米飯を片側で岨輔させた際の哩暢経路を記録し，それを上述
の方法で 3 群に分類した。さらに分類された経路群間で，哩暢開始から礁下までを 3 分した初期，中期，末期
間での出現頻度が有意に異なることや，岨鴫経路形状の特性値である主成分得点の岨輔進行に伴う変化が有意
に異なることを見出している。
上述の知見に関して，岨暢に機能的役割を異にする経路が含まれるとき，それら経路に哩暢進行に伴う食品
粒子の大きさや物性の変化がもたらす影響が同等であるとは考えにくいと指摘し，これに続けて，形態的特徴
に基づく本研究の分類が結果として機能的役割の異なる経路への分類を果たしたと推察する著者の考察は，き
わめて妥当である。本研究で著者が開発した手法は，岨噌運動機能の理解を深めるうえで，今後，広く応用さ
れるべきと考えられる。
以上の理由から，本研究論文は博士(歯学)の学位授与に相当であると判断する。
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